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年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 １１月 １９日（火）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

感触遊び（どんぐり公園のどんぐりに触れる）

子どもの言葉・姿 写真

（原っぱのどんぐりに気づいて）

「あった！」といくつも拾う。（I君）

「せんせい！」と呼び地面のどんぐりを指さ

す。（Iちゃん）

Y君、Rちゃん、Lちゃんも集まってきて地面を

見る。

保育士がどんぐりを拾うと一緒に拾い始める。

前回、初めてどんぐりに触れたRちゃんはどん

ぐりを一つずつ持って笑顔で保育士に見せる。

「どんぐりだね」と話しかけるとうんうんと頷

いて他のどんぐりを探す。

どんぐりを手の中に隠して保育士に当ててもら

おうとするしぐさを見せる。わらべうた「どん

ぐりころちゃん」を歌うと笑顔で口ずさみ身振

りを楽しむ。（Lちゃん）

手にしたどんぐりを保育士の手の平に乗せる。保育

士が「あったね」と笑うと笑顔でもう一つ乗せる。

（Iちゃん）

その様子を見て、同じように保育士の手に自分が

持っているどんぐりを乗せる。（Y君）

持っているどんぐりを放って遊ぶ。（Lちゃん）

・前回、一人ひとりにどんぐりを手渡し、

じっくりと触ることができた。

・公園の原っぱに落ちているどんぐりに気

づくか。また気づいてどうするのか。

・どんぐりに触れて遊ぶ。

・周囲が安全な場所を選ぶ。

・どんぐりを誤飲しないように気をつけ

る。

・少人数で探索あそびをし、どんぐりの感

触を味わう。

前回、クヌギのどんぐりをじっくりと触っ

たので公園のどんぐりを探しに出かける。

原っぱにどんぐりがたくさん落ちていて、I

君やRちゃんはすぐに気づいて拾い、手の

中のどんぐりを保育士に見せてきた。どん

ぐりを握ったり放ったりして遊ぶ子もい

た。探索中に紅葉した葉を見かけたので次

回は落ち葉に触れてみたい。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく


